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国見町スポーツ少年団ソフトボール

大会（ﾜ月27 日　上野台・総合運動場）

に出場した森江野スポ少チーム

相手チームにリードされて迎えた最

終回、監督のことばに思わずスコアボ

ードを見やります。

点差は？

～ 小学生冨!丶11＆ ＆ ～



‘９６　国見の夏

カメラリポート

義

経

ま

つ

り

国
見
町
商
工
会
の
「
義
経
ま
つ
り
」
は
、
八
月
十
日
と
十
一

日
の
二
日
問
、
観
月
台
公
園
と
商
店
街
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し

た

。足
軽
甲
胄
隊
も
テ
ク
テ
ク

町
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

9回を迎える今年の町民ウォーキング大会は、義経まつりにあわせて行

われまし た。

約250 人の参加者は 、観月台文化センターと阿津賀志山の往復約12 ㎞

を元気に 歩き通し まし た。今年の大会には 。錨と 兜を身に つけた足 軽甲

胄隊30 人と佐七流あつ かし太鼓保存会のみなさんも 参加し 、楽し みな が

ら歩く 参加者の先触れを果たし まし た。

参加者の屐高齢は、男性が杉崎廉吾さん(  82 歳 ) 。女性が高野マサさ

ん(  77 歳 ) でした。 また 、阿津賀志山の頂上に建てられた追憶の 碑の

前では 、807 周年の追悼式も 行われ 、参加者は往時に思いをはせていま

し た。

あのね私たちの顔とモモの味を覚 えていてくれたんです！

国見ハイ・フルーツ会　JR特産市

有
機
肥
料
を
使
っ
た
モ
モ
の
生
産

者
で
組
織
し
て
い
る
徳
江
（

イ

ー
フ

ル
ー
ツ
会
（
村
上
義
敬
会
長
）
が
。

八
月
卜
五
日
か
ら
十
（

日
ま
で
の
四

日
間
、
お
盆
の
帰
省
客
で
に
ぎ
わ
う

Ｊ
Ｒ
福
励
駅
東
口
で
、
モ
モ
の
直
販

所
を
開
き
ま
し
た
。

モ
モ
の
直
販
は
、
国
見
町
、
Ｊ
Ａ

伊
達
み
ら
い
ご
国
兄
郵
便
局
の
協
力

を
紬
て
行
っ
た
も
の
で
。
昨
年
に
続

き
二
回
目
に
な
り
ま
す
。

村
ｈ
会
災
は
「
昨
年
、
モ
モ
を
買

っ
て
く
れ
た
人
た
ち
が
、
私
た
ち
の

顏
と
味
を
党
え
て
い
て
く
れ
た
。
そ

し
て
今
年
も
ま
た
買
っ
て
い
っ
て
く



十
一
日
。
義
経
ま
つ
リ
最
大
の
呼
び
物
「
武
者
行
列
」
が
行
わ
れ
、
真
夏
の

町
中
に
戦
国
の
蜃
気
楼
が
現
わ
れ
ま
し
た
。

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
出
帥
式
の
後
、
総
勢

百
七
十
人
の
行
列
が
出
発
。
県
北
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
扮
し
た
足
軽
甲
胄
隊

に
続
き
、
当
時
の
装
束
に
身
を
包
ん
だ
静
御
前
や
楓
姫
、
馬
に
ま
た
が
っ
た
源

頼
朝
役
の
冨
水
町
長
、
義
経
役
の
八
巻
忠
一
閥
兄
郵
便
局
長
そ
し
て
弁
慶
役
の

吉
田
議
会
議
艮
ら
が
商
店
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

ここでもモモと特産品をP R

～ふぐしまビッグフェア～

れ
る
。
と
て
も
う
れ
し

い
こ
と
で

す
」
と
顏
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

生
産
調
略
や
愉
人
自
巾
化
で
農
家

は
た
い
へ
ん
で
す
が
、
農
家
の
若
い

隰
代
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

県
内
九
卜
市
町
村
の
特
産
品
を
一

同
に
集
め
Ｐ
Ｒ
す
る
ふ
く
し
ま
ビ
ッ

グ
フ
ェ
ア
が
。
二
十
三
日
か
ら
二
十

五
日
ま
で
、
禍
島
市
の
川
季
の
里
で

開
か
れ
ま
し
た
。

国
見
町
で
は
、
モ
モ
や
コ
シ
ヒ
カ

リ
、
く
わ
ご
ジ
ャ
ム
な
ど
の
特
産
品

一
を
出
品
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
、
け

い
国
見
産
の
モ
モ
は
、
と
て
も
好
評

で
し
た
。

最
終
日
は
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
乗
り

鳩
に
長
い
列
が
で
き
る
ほ
ど
た
く
さ

ん
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

頼
朝
　
義
経
が

武
者
た
ち
が
町
を
行
く



子
ど
も
た
ち
は

親
善
大
使

小
坂
小
学
校
（
堀
江
通
校
長
）
で

は
、
九
年
前
か
ら
静
閥
県
細
江
町
西

気
賀
小
学
校
と
交
流
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

こ
の
交
流
嘔
業
は
、
細
江
町
出
身

の
石
原
巌
さ
ん
の
紹
介
で
始
ま
り
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
は
手
紙
に
よ
る
交
流
の

み
で
し
た
が
、
今
回
初
め
て

八
月
一

日
か
ら
二
日
に
か
け
て
、
児
敢
十
人

を
含
む
十
五
人
が
、
西
気
貿
小
学
校

を
訪
問
し
ま
し
た
。

小
坂
小
の
代
表
は
、
西
気
貿
小
が

主
催
す
る
「
潮
風
の
集
い
」
に
参
加

し
た
り
、
浜
名
湖
で
泳
い
だ
り
楽
し

い
二
日
間
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

冬
に
は
。
雪
が
少
な
い
西
気
貿
小

の
代
表
を
招
き
、
雪
合
戦
や
そ
リ
遊

び
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

大活躍
長い夏休みー

いろいろな行事がたくさんあって、

国見っ子たちは、

ちっとも退屈しませんでした。

西
気
賀
小
に
行
っ
て
の
思
い
出

朽

木

孝

親

「
早
く
西
気
賀
小
に

い
き
た
い

な
」
（

月
一
日
の
朝
、
ぽ
く
た
ち
六

年
生
は
、
藤
田
駅
を
出
発
し
ま
し

た
。
福
島
駅
で
東

北
新
幹
線
に
乗

り
、
東
京
駅
で
東
海
道
新
幹
線
に
乗

リ

か
え
て
、
浜
松
へ
向
か
い
ま
し

た
。
浜
松
に
向
か
う
途
中
に
は
、
茶

畑
や
ミ
カ
ン
畑
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
浜
松
に
着

い
て
か
ら

は
、
ぼ
く
た
ち
の
泊
ま
る
宿
へ
行
き

ま
し
た
。
鑰
申
に
は
、
自
衛
隊
の
ジ

ェ
ッ
ト
機
が
た
く
さ
ん
飛
ん
で
い
ま

し
た
。

宿
に
荷
物
を
置
い
て
か
ら
、
有
名

な
「
気
貿
の
門
」
を
通
り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
に
、
昔
の
牢
や
、
滄
、
火

縄
銃
、
短
筒
。
十
手
な
ど
い
ろ
い
ろ

見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
電
車
で
西

気
賀
に
行
き
ま
し
た
。
駅
か
ら
歩
い

て
す
ぐ
の
西
気
賀
小
で
は
、
先
生
た

ち
が
、
明
る
く
ぼ
く
た
ち
を
迎
え
入

れ
て
く
れ
ま
し
た
。
幼
稚
園
か
ら
六

年
生
ま
で
の
西
気
質
の
友
達
も
、
ぼ

く
た
ち
を
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し

た
。
校
庭
で
、
自
己
紹
介
や
校
歌
を

歌
っ
た
あ
と
、
体
育
館
で
紙
し
ば
い

や
ネ
ズ
ミ
の
相
撲
、
だ
る
ま
ち
や
ん

と
て
ん
ぐ
ち
や
ん
な
ど
を
し
て
遊
び

ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
六
年
生
が
外
に
出

て
、
た
い
ま
つ
に
火
を
つ
け
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
を
し
ま
し
た
。

「
今
日
の
日
は
さ
よ
う
な
ら
」
を
歌

い
。
み
ん
な
と
お
別
れ
を
し
ま
し

た
。宿

で
、
み
ん
な
と
お
風
呂
に
入
っ

て
さ
わ
い
だ
り
。
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン

を
食
べ
た
り
、
楽
し
く
て
な
か
な
か

眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
の
日
、
西
気
賀
小
に
着
く
と
。

『
今
日
は
ボ
ー
ト
に
乗
る
よ
。
み
ん

な
で
ボ
ー
ト
を
漕
ぐ
よ
』
と
い
わ
れ

ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着

て
、
オ
ー
ル
（
櫂
）
も
持
っ
て
班
ご

と
に
ボ
ー
ト
に
乗
り
ま
し
た
。
ぼ
く

は
い
っ
し
よ
う
け
ん
め
い
濟
ぎ
ま
し

た
。
折
り
返
し
て
帰
る
途
中
、
西
気

賀
小
の
先
生
が
「
泳
い
で
い
い
よ
」

と
お
っ
し
や
っ
だ
の
で
、
み
ん
な
で

浜
名
湖
へ
飛
び
込
み
ま
し
た
。

お
別
れ
の
時
は
、
西
気
賀
小
の
友

違
み
ん
な
と
握
手
を
し
ま
し
た
。
ぼ

く
に
と
っ
て
、
最
高
の
思
い
出
で
し

た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。



来年こそ

優勝

するぞ

（

月
三
口
か
ら
二
日
閥
の
口
程
で

開
催
さ
れ
た
第
十
四
回
福
島
県
女
子

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
に
、
森
江
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女

子
チ
ー
ム
が
県
北
地
区
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。

針
生
女
ｆ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子

チ
ー
ム
（
会
津
地
区
代
表
）
と
の
対

戦
で
は
、
森
江
野
ス
ポ
少
の
打
線
が

爆
発
、
大
差
で
勝
利
。
続
く
二
回
戦

で
は
、
大
会
五
連
覇
中
の
強
豪
、
幾

世
橋
少
女
ソ
フ
ト
チ
ー
ム
（
相
双
地

区
代
表
）
と
対
戦
。
選
予
た
ち
は
、

父
母
や
仲
間
た
ち
の
声
扱
を
受
け
な

が
ら
。
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
を

し
ま
し
た
が
惜
敗
、
準
決
勝
進
出
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
の
大
会
に
は
。
各
地
の
予
遥

を
勝
ち
抜
い
て
き
た
強
豪
十
六
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
優
勝
は
幾
世

橋
少
女
ソ
フ
ト
チ
ー
ム
で
し
た
。

▽
一
回
戦

森
江
野
ス
ポ
少

5
6
1
3－
3
6

４
1
3
４
０
2
1

15 25

針
生
女
子
ス
ポ
少

（
森
江
野
）

高
橋
－

佐
久
間
繊

本
塁
打

佐
久
間
織
、
佐
久
間

静
、
高
橋

▽
二
回
戦

森
江
野
ス
ポ
少

0
０
１
０
０
０
０

－
0
2
1
0
0

×

１４

幾
世
橋
少
女
ソ
フ
ト

（
森
江
野
）
　
高
橋
‐

佐
久
間
織

夏休み 子どもたちは

イルカ

に

な
っ

た

子
ど
も
た
ち

７月25 日、森江野町民プールで、町内の小学６年生約100

人が参加する水泳交歓会が行われました。競技は25m

自由形に始まり、50m 平泳ぎ、100m 自由形、200m

リレーなど12 種目。 スタート台に 立つ選手たちは、プー

ルサイドに並んだ仲間の大声扱を受けな がら、タイムを

競い ました。

今年は、大会新 記録が３つも 生まれ ました。

なお、種目ごとの優勝者は次の とおり。

Ｃ〉２５ ｍ 自由 形　 比 金 竜 也 （ 藤

田 ）C〉50m 平泳 ぎ　 玉 手翔（ 藤

田 ） Ｃ〉５０ ｍ自 由 形　 比 金 竜 也

（藤田 ）【〉100m 自 由形 笠 松幸

治（ 大 木戸 ）E〉50m 背泳 ぎ 阿

部眞 人（森江野 ）じ〉200m リレー

藤田 二（松田 丈史、大槻雄 也、

大塚 裕 司、鈴 木 龍）ｌ〉２５ｍ自 由

形　 佐 久間 職絵 （森 江野　15 秒

９ ＝大 会新)  >  50  m 平泳 ぎ　 佐

藤 香那 （ 藤 田　 ４５秒 ９ ＝ 大 会

新 ）1〉50m 自由形　 佐久 間織 絵

（ 森江野36 秒 ２＝ 大会 新 ）C〉1

 OO m自由形 引地 美由紀（森 江

野 ） Ｃ〉５０ ｍ背 泳 ぎ　 高 橋 裕 美

（森江野)  > 200  市リレー 森 江

野（引地 美由紀． 武田奈々、 高橋

裕美、 佐久閥 織絵 ）



保育所も新しくなったんだよ

大木戸ふれあいセンター落成

式 昨
年
十
一
月
か
ら
建
設
を
進
め
て

い
た
国
見
町
大
木
戸
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
、
八
月
九
日
に
落
成

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

落
成
式
で
は
、
冨
永
町
長
が
『
今

日
、
大
木
戸
地
区
に
も
新
し
い
中
央

災
会
所
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
施
設

は
、
季
節
保
育
所
、
皀
代
問
の
ふ
れ

あ
い
の
場
、
い
ろ
い
ろ
な
集
会
の
場

と
な
り
ま
す
。
地
区
の
み
な
さ
ん
が

共
に
知
恵
を
出
し
合
い
。
利
用
し
、

こ
の
地
区
の
核
と
な
る
施
般
に
育
て

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

こ
の
後
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

吉
田
町
議
会
議
長
、
安
藤
通
弘
福
島

県
県
北
地
方
振
興
局
畏
が
祝
辞
を
述

べ
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
の
施
殻
は
自
治
省
が
指
定
す
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
嘔
業
と
し
て
建
設

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
、
森
江
野
地
区
に
は
国
見
町
森

江
野
町
民
セ
ン
タ
ー
、
大
枝
地
区
に

は
国
見
東
部
高
齢
者
等
活
性
化
セ
ン

タ
ー
。
藤
田
地
区
に
は
藤
田
地
区
を

含
む
全
町
を
対
象
と
し
た
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
大
木
戸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
が
完
成
し
た
こ
と
で
、
旧
町
村
単

位
ご
と
に
中
央
巣
会
所
の
建
設
を
目

指
し
て
き
た
町
と
し
て
は
、
小
坂
地

区
の
中
央
災
会
所
の
建
設
を
残
す
の

み
と
な
り
ま
し
た
。

小
坂
地
区
の
中
央
集
会
所
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
か
ら
始
ま
る
小
坂
地

区
ほ
場
整
備
事
業
と
並
行
し
て
、
建

設
場
所
や
面
積
な
ど
、
建
設
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

名
付
け
親
に
感
謝
状

落
成
式
が
行
わ
れ
た
こ
の
日
、
冨

永
町
艮
が
施
設
の
名
付
け
親
に
な
っ

た
方
々
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
の
は
、
次
の
十

人
で
す
。
（
敬
称
略
）

太
田
栄
子
、
佐
藤
茂
雄
。
高
橋
芳

子
、
阿
部
邦
雄
、
菊
地
ヨ
ウ
子
、

村
上
金
正

、
八
巻
き
み
子
、
松
浦

サ
ト
子
、
佐
藤
香
織
、
阿
部
恒
夫

ふれあいの間 世代交代ルーム（季節保膏所）

調理冥習宣 研修室



付加年金
国民年金に加入している農業や自営業の人などが加入

している国民年金の１号被保険者には、付加年 金、寡

婦年金、そして死亡一時金の３つの独自給付がありま

す。今月は、付加年金についてお知らせします。

な～るほ

ど国民年金
国民年金には 、３つの基礎年金の
ほかに国民年金だけの独自給付が

あります。

～付加年金の巻～

年 金係 谷 ( 8 ち ) 217

定 額の保険料に、月額４００円の付加保険料を上乗せして納めると 、将来の老齢基礎年 金

額に加算され支給されます。より多くの年 金を受けたい人におすすめします。

ただし、この付加年金の加算は老齢基礎年金のみが対 象で、障害基礎年金や遺族基礎年金

には適用されません。

支給される年金額

付加年金の年金額は､ 次の よう に計算され ます。

200円×付加保険料を納めた月数

★繰り上げ支給や
繰り下げ支給を受けた場合

老齢基礎年金の繰り上げ支給や繰り下げ支給

を受けた場合は。付加年金の支給もそれに合わ

せて、繰り上げ または繰り下げられます。

繰り上げまたは繰り下げが行われた付加年金

の額は、年齢に応じて、老齢基礎年金と同じ 割

合で減額または増額された額になります。

★加入できる人

付加保険料を納めることができる人は、国民

年金の第１号被保険者と任意加入者です。

ただし、保険料の免除を受けている人や国民

年金基金の加入者は、付加保険料の納付はでき

ません。

★第3 号被保険者
(ｻﾗﾘｰﾏﾝの奥さん)の場合

昭和61年の国民年金法改正後に、第３

号被保険者（サラリーマンの奥さん）に

なった方でも、それ以前に国民年金に任

意加入し、付加保険料を納めていたこと

がある人の場合は、その納めた月数に見

合った額が支給されます。ご安心くださ

い。

ワ
ン
ボ
イ
ン
ト

ア

ド

バ

イ

ス

質
問

個
人
年
金
に
加
入
し
て
い
る
の
で
。

国
民
年
金
は

遠
慮
し
て
も
い
い
で

す

か
？

答
え

国
民
年
金
は
個
人
年
金
と
違
い
。
す

ぺ
て
の
国
民
が
対
象
で
す
。
そ
の
た
め
、

自
分
の
意
志
や
個
人
年
金
の
加
入
の
有

無
に
関
係
な
く
。
二
十
歳
以
上
六
十
歳

未
満
の
人
は
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の

人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
民

年
金
制
度
で
す
か
ら
、
あ
な
た
だ
け
が

「
遠
慮
」
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

あ
し
か
ら
ず
。



保険だより
保険増進係　(85)2

783＊乳児健診＊

該　　 当　　 乳　　 児 実　 施　　日 受 付 時 間 会　　　　　　　場

・3か月児(平成8年7 月生まれ)

・9か月児(平成8年1 月生まれ)
11 月28日團

午後1時30 分

～午後2時

観月台文化センター

第1和室

（ 内　　 容）

☆医師の 指導 、身長 ・体重測定 、調乳 、離乳 、家族計画など につい て

☆母子手帳を忘れ ずに！

＊３歳児健 診＊

該　　 当　　 幼　　 児 実　 施　　日 受 付 時 間 会　　　　　　　場

平成5年6月～

平成5年9月生まれの幼児
11月25 日側

午後1時

～午後1時30 分

観月台文化センター

大研修室

〈 内　　 容＞

☆内 科と 歯科の医師の診察 、生活保健指導 、視力 ・聴力検査を実施し ます。

☆母子手帳を忘 れずに ！健診察は保原保 健所 から郵送されます。

＊ ツベルクリン反応検査（ＢＣＧ接種）＊

該　　 当　　 乳　　 児 � 実　　 施　　 方　　 法

平成8年1月～平成8年6月生まれの乳幼児4

歳未満の未実施児 �

ツベルクリン反応検査を行い48時間後に判定し 、陰性(直

径9m 以下)の場合にBCG 接種を行います。

くぉ かあさんへ）

☆ 該当 するお子さんには個別に日程な どをお知らせし ますが 、4歳未満のお 子さ んまで接種対象となり ます。

☆ツベルクリン反５ 検査を受けていないお子さ んをお持ち のお かあさんは 、9月2ﾜ 日まで保健福祉課保健増進

係へお問い合せ下さい。

【特徴】
●感染力が強く、少量の薗で発病する。

●乳幼児や高齢者では重症になりやすい。
●加熱に弱い(75 で1分以上の加熟で死滅)
●凍結保存でも生存する。

【感染鰹路】
●食肉、井戸水等による軽口感染が知られていま

すが、それ以外は明らかになっていません。
【症状】
●症状が出るまでの期間は食べてから４日～9日です。
●腹痛・下痢が主な症状です。
●1日～２日で鮮血の漉じった下痢便になり ます。

予防のポイント

１。細菌をつ けない ！

●調 理前 、食事前 、用便後 は手洗い を十分 に行う。

２．縉圖を増 やさない １

● 食品 は低 温で保 存する。（10 1こ1下 では、菌 が増殖し4こくい ）

３．細菌を やっつけ る｜

● 食品 は充 分に加 熱するこ と。（75 で1分ja 上）

今後の予定

☆ 胃がん検診（12 月２日～４日）

☆1 歳６ヶ月児健診（12 月５日）

☆３か月児・９か月児健診（12 月２６日）

☆育児教 室 ( 1 2月９日）



老
人
保
健
の
お
知
ら
せ

老
人
保
健
法
で
は
、
ど
の
医
療
保

険
の
加
入
者
で
あ
っ
て
も
、
七
十
歳

以
上
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は

六
十
五
歳
以
上
）
の
方
は
、
老
人
保

健
法
に
よ
る
医
療
制
度
の
も
と
に
医

療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

資
格
の
開
始
日
は
、
七
十
歳
の
誕

生
日
の
月
の
翌
月
か
ら
で
す
が
、
各

月
の
一
日
生
ま
れ
の
方
は
そ
の
月
か

ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

＝
負
担
金
は
Ｉ

病
気
や
ヶ
が
で
医
者
に
か
か
る
と

き
は
、
保
険
証
と
老
人
保
健
医
療
受

給
者
証
を
受
け
付
け
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
支
払
っ
て
い
た
だ
く
医
療
費

は
次
の
と
お
り
で
す
。

入
院

�
外
来

一
日
　
　

七
一
〇
円

� 一
月
　
一
、
〇
二
〇
円

＊
他
に
入
院
時
の
食
事
代
の
一
部
が

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

０
医
療
費
額
は
＝

平
成
七
年
度
の
国
見
町
の
老
人
医

療
費
は
、
七
億
七
千
三
百
万
円
で
し

た
。
こ
れ
は
、
平
成
六
年
度
の
医
療

費
額
に
比
べ
て
、
十

丁

四
％
の
伸

び
と
な
り
ま
し
た
。

老
人
医
療
費
は
、
毎
年
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
老
人
医
療
骸

当
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
医
療
の

高
度
化
が
進
ん
だ
こ
と
、
治
療
期
間

の
長
い
成
人
病
が
増
え
て
い
る
か
ら

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
康
に
は
気
を
配
り
ま
し

よ
う

病
気
に
な
っ
た
り
ヶ
ガ
を
し
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
診
察
を
し
て
も
ら
い

ま
し
よ
う
。
し
か
し
、
同
じ
病
気
や

ヶ
が
で
複
数
の
医
療
槻
関
で
受
診
す

る
の
は
や
め
ま
し
よ
う
。

ま
た
、
何
よ
り
も
病
気
に
な
ら
な
い

心
が
け
が
大
切
で
す
。
毎
日
の
食
事

や
運
動
な
ど
、
生
活
習
慣
を
も
う
一

度
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

4 の行政相談週間】

悩みや

苦情を

お

寄

せく
だ
さ
い
ｌ

十
月
十
三
日
（
日
）
か
ら
十
九
日

（
土
）
ま
で
の
一
週
間
は
『
秋
の
行

政
相
談
週
間
』
で
す
。

国
見
町
長
選
挙

１１
月
1
0
日
（
日
）
投
票

任期満了 に伴う国見町長 選挙は 、１１月５日に告

示、11月10日投票で行われることに決まりました。

これは、９月２日に開催された国見町選挙管理委員

会で決定されたものです。

なお、国見町選挙管理委員会では、この選挙に伴う

事前説明会を次のとおり開催します。立候補を予定さ

れている方 、または代理の方はご出席ください。

４;立候補予定者事前説明会

●日時

10 月14 日（月）

午後1時30 分から

●場所

役場（3階）委員会室

★問い 合わ せ

国 見町 選 挙管理 委 艮会

Ｊ_( 旦巨)_ａｕ ２ ．ｘ｡５-

総
務
庁
で
は
、
行
政
相
談
制
虞
の

よ
り
一
層
の
利
用
を
促
進
す
る
た

め
、
こ
の
一
週
間
を
『
行
政
相
談
週

間
』
と
し
て
全
国
一
斉
に
各
種
の
行

亊
を
実
施
し
ま
す
。

行
政
相
談
は
、
国
や
県
、
市
町
村

の
役
所
、
公
団
。
公
庫
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
の
仕
事
に
関
し
て
、
困
っ

て
い
る
こ
と
や
要
望
し
た
い
こ
と
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の

お
手
伝
い
を
す
る
も
の
で
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
通
常
、
自
宅

で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、
十
月

は
特
設
の
行
政
相
談
所
を
開
設
し
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。

な
お
、
県
政
巡
回
相
談
も
同
時
に

行
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

★
特
設
相
談
所
の
開
設
日
時
・
場
所

十
月
二
十
一
日
（
月
）

午
的
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

酋
（
8
5）
2
6
7
６

★
国
見
町
の
行
敢
相
談
委
員

内

池

和

子

さ
ん

（
山
崎
字
沢
田
十
の
九
）

酋
（
8
5）
3
3
2
0

★
問
い
合
わ
せ総

務
課

庶
務
係

酋
（
8
5）
２
１
－

２



社
会
福
祉
協
議
会
に
パ
ソ
コ
ン
導
入

年
賀
は
が
き
配
分
金
と
町
の
助
成
で

国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
冨
永

武
夫
会
長
）
で
は
、
嘔
務
を
円
滑
に

処
理
す
る
た
め
に
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
（
パ
ソ
コ
ン
）
を
配
側

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
八
年
用
お
年
玉
付

き
年
賀
は
が
き
等
の
寄
付
金
を
も
と

に
、
在
宅
介
護
支
援
事
桑
等
に
郵
政

省
の
助
成
を
受
け
て
導
入
し
た
も
の

で
す
。

総
事
業
費
は
三
百
三
十
九
万
九
千

円
で
、
年
貿
は
が
き
の
配
分
金
が
二

百
四
十
一
万
三
千
円
、
国
見
町
の
助

成
金
が
九
十
八
万
六
千
円
で
す
。

今
後
は
。
ね
た
き
り
老
人
や
一
人

暮
ら
し
老
人
へ
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
や
利
用
者
台
帳
の
眺
伽
、
在
宅

老
人
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
記
録
を
は
じ

め
、
社
会
福
祉
協
破
会
の
財
務
会

計
、
会
員
台
帳
の
整
硝
、
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
の
配
分
な
ど
の
事
務
処

理
に
大
い
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

オーストラリアで

国際交流してきます

「若人の翼」で吾妻さん

派遣団の結団式で く後列右）

福鳥県が実施している若人の翼の団貝に吾妻寛章さん（22

歳）が選ばれました。９月10日から15日間、オーストラリア

とニュージーランドを訪れ、ホームステイや福祉施設でのボ

ランティア研修を体験してきます。若人の翼は。県内に住む20

歳から35歳までの助労者を対象に、岡際理解を深めながら21

世紀の福島県の国際交流の核となる人を青成しようと行わ

れているものです。吾妻さんが派遣されるオセアニアコース

のほかに。北米。欧州、南米そして中国コースの４つの派浪

コースがあリ。総勢73人の団員が参加します。

この寥業は今回で22回目です。国見町在住でこの事業に番

加した青年は、これまでに18人です。

吾妻さんはr 仕事とボランティア活助とを上手に結びつけ

られるような研修にしたい。自分の宝ものを見つけてきた

い」と抱負を語ってくれました。

たくさん思い出をつくってらっしゃい。 国見町

町民大運動会

四 瀧 四
★猖 ふぎ

,★ 改･ ろ

催 男 製

＊,槊の場叭 政二13日爾 凋 延?
ぶ=  野 勗 総 合:

jr廖い今炉FT
iこ四s 卜.'-　rt　F4 ●●･･..ミ,･-｢.'1･　'|
潔 爾 り 豐 爾

献血ありがとうござい ます
（８ 月８日分 ・敬称略）

★200m2
谷津陽 子　渡辺勝 美　穐月辰也　 寺鳥美代子　 松野七

郎　 佐 々木 三枝 子　佐藤敏子　 引地智縛　 本田政子

松 浦京子　鑓水 正春　 鑓水竜一　 高橋直子　 高橋美代

子　 丹治弘 子　 西宮新 一一･　曳地晴美　 古川笑子　 松浦

郁 子　村 上正 幸　阿川兄美　 荒洋子　 人和田紀夫　 斎

藤雅敬　 佐竹 朝子

★400
吉田孝志　 渡辺勝弘　 小紫春雄　 佐藤iE光　 鈴木一弘

鈴木隆　 半沢弘　 松浦昭一　 横山正幸　 八島英雄

谷津富夫　 吉田義勝　 佐藤秀一　 武田正裕　 中條雅彦

半澤 一隆　 安藤 充鴛　 菅野 和久　 木村ナヲ

★成分献血
菅野侶朗　 菊地祐 一･　後藤 登美子



井
戸
水
を

使
用
し
て
い
る
方
へ

最
近
、
病
原
性
大
腸
菌
な
ど
に
よ

る
感
染
症
の
発
生
が
見
ら
れ
ま
す
。

井
戸
水
に
つ
い
て
も
。
こ
れ
ら
の
感

染
症
の
原
因
と
な
る
徹
生
物
の
感
染

媒
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
管
理
の
徹
底
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

次
の
槻
関
で
は
、
大
脇
菌
群
の
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
問

い
合
わ
せ

住
民
誄

生
活
環
境
係

酋
（
8
5）
2
1
1
6

関機査検
『 一

匹

ィ『く

容内査検 査検群菌腸大

時日

’
’
’
隘

水
水
水
水
塒

ｔ
ｔ

ぷ

孀

擂

ま 
6

乙金
　
　
午

Ｅ

Ｅ

″

作
器容査検 い

々
ｅだくてけ受″ｔ

蝕てれ入にンピ菌滅はルプンサ

金料 円

,
4

6
0

３ 円

.
0

0
0

２

あなたの 意見 を 聞かせて ください

福
島
県
で
は
、
県
民
の
日
（
仮
称
）
の
制
定

を
検
肘
し
て
い
ま
す
。
こ
の
県
民
の
日
は
『
ふ

る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
み
、
よ
り
豊
か
な
ふ

る
さ
と
を
築
き
上
げ
る
日

』
な
ど
を
テ

ー
マ

に
、
特
定
の
日
を
県
民
の
日
と
し
て
制
定
す
る

も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
県
民
の
日
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

★
募

集
内

容

・
県
民
の
日
に
ふ
さ
わ
し
い
日
や
名
称

・
県
民
の
日
に
つ
い
て
思
う
こ
と

★
募

集
期
間

十
月
三
十
一
日
ま
で

★
応
募
方
法

（

ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

★
送
付
先
・
問

い
合

わ
せ
先

〒
９
６
０
‐
７
０

福
島
県
庁

県
民
生
活
課

酋
（
2
1）
7
1
7
8

M
（
2
1）
7
9
1
8

県民の日の候補には

・8  月 21  日

明治９年のこの日、３県 が合併し現

在の福島県 ができまし た。

・10月14日
この日は、ふくしま国体秋季大会の

開会式が行 われた日で す。

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
は
1
0
月
１
日

亟
‥月
一
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
事
業
所
・
企
膺
。

太

査
が
央
施
さ
れ
ま
す
゜
　
　

。ｙ

ｙ

こ
の
調
査
怏

統
計
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も

・

で
、
す
べ
て
の
小
業
所
を
対
象
と
し
た
国
の
基
本
的
な
統

。

計
調
査
の
一
つ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
お
け
る
各

棚
行
政
施
策
の
立
案
や
民
間
の
事
業
計
画
策
定
な
ど
の
恭

礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

九
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
嘔
某
所
を
訪
問
し
、 に

ｌ
ｌ

ｆ

の
記
入
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

★
問
ひ
合
わ
せ

Ｊ
譴
石
に

問い 合わせ

牛涯学習課 文化振興係 魯( 85 ) 267

笹みどり

歌謡ショー

９ 月２８ 日(土)

昼の部／午後２時開演

夜の部／午後６時開演

全席指定

前売券30 円・当日券3500円

★チケット取扱 観月台文化センター、JA 伊達みらい各支店

塚野目ロードレース大会

参 加 者 募 集
【期　 日 】　　 平 成８年10 月２７日（日 ）

【申込 締切】　 平 成８年10 月10 日（祝 ）

【申込 ・問 合せ】大会 事務局（ 寺島）まで

(  85  ) 4865

観月台
文化情報



１０月１日 は「法 の日」

無
料

三
つ
の

法
律
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す

調　停

無　料

相談会

★
日
時

十
月
十
七
日
（
木
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時

＊
受
付
は
午
後
三
時
ま
で

★
場
所

福
励
ル
ミ
ネ

オ
ー
ク
ル
ー
ム

★
相
談
内
容

夫
婦
・
親
子
関
係
、
相
続
、
金
銭

貸
借
、
交
通
事
故
、
そ
の
他

★
相
談
担
当
委
員

家
事
調
停
委
員
や
民
嘔
調
停
委
員
、

弁
護
士
な
ど
、
専
門
委
員
が
担
当
。

＊
相
談
費
用
は
無
料
で
す
。

★
問
い
合
わ
せ

福
鳥
家
庭
裁
判
所

総
務
課

霖（
3
4）
6
1
8
6

弁 護 士・

無　 料

法 律 相 談

★
日
時

十
月
三
日
（
木
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

★
場
所

福
鳥
地
方
裁
判
所

弁
護
士
控
室

★
問
い
合
わ
せ

福
昆
地
方
裁
判
所

弁
護
士
控
室

Ｓ
（
3
4）
2
3
3
4

司法書士

無料登録

等相談

★
日
時

十
月
三
日
（
木
）

午
的
十
時
～
午
後
三
時

★
場
所

中
合
デ
パ
ー
ト
（
七
階
）
催
事
場

★
相
談
内
容

・
不
助
産
の
相
続
、
売
買
、
保
存
な

ど
の
登
記

・
会
社
の
設
立
、
役
員
変
更
、
増
資

な
ど
の
登
記

・
借
地
借
家
法
に
基
づ
く
手
続
き

・
供
託
の
予
続
き

・
家
事
審
判
手
続
き

・
訴
松
書
類
の
作
成

★
相
談
員

福
鳥
県
司
法
欝
士
会
会
員

★
問
い
合
わ
せ福

烏
県
司
法
書
士
会

Ｓ
（
3
4）
7
5
0
2

職 員 募 集 精神薄弱者更正施設「だての郷」

平成 ９年４ 月１日開所の精神薄弱者更正施 設「だての郷 」等 福祉施設の職員を募集します。

★募集職員・採用予定人員及び資格等

1 職 種 ・ 採 用 予 定 人 員 .。 、 資　　　　。 格　　　　　 ．等　　　　J

S 生 活 指 導 員

作 業 指 導 員　　３名
社会福祉主事、精神薄弱者福祉司などの資格を持つ者、

または社会福祉施設職員として３年以上の経験を持つ者

１

１ 事　　務　　員　　１名 高等学校卒業と同等以上の能力を持つ者　　　　　　　１

S，栄　　 養 。,.二辷。｡｡1 名 筮蓋士の資格を持つ者（調理業務を兼なる） ，ミ　 ，、，1

★受験資格

昭和36 年４月２口から昭和54 年４月１日 までに

生まれた者

福 鳥市および伊達郡内に居住し 、または 採用後居

住することが確実な者。なお、学歴は問わないが、

必嬰な 職種につい ては 資格免許を持っ てい ること

★試験期日・会場
平成８年11 月、保原町内で 実施予定（本人に通知）

★試験方法
第１次試験 …一般 教餐（ 択一式、筆記試験）、適

性 検査

第２次試験 …第１次試験 合格 者に対し 、小論文、

個別面接試験

★受験手続・受 付期間

申込用紙は、あ ぷく ま福祉会事務所 または国見町

総務 課に備 えて あり ます。 郵便 で劼求 する場 合

は、宛 名明 記の 返信用封 筒を同封。

申込用紙に 必要事項 を記入し、 本人 自番の 履歴 書

（市販） を添え、あぷく ま福 祉会事務所 に提出す

ること。郵送す る場合は、 自分宛の封 筒を同封。

★受付期間

平成８年９月20日から10月19日までの執務中
★問い合わせ

ほどはら授産所　　　　　 酋(  75 ) 4355

保原町　住民福祉課　　　(  75 ) 21 15



ご
存
じ
で
す
か
？

公
証
制
度

重
要
な
契
約
や
遺
言
の
際
に
役
立
ち
ま
す

不
助
産
の
売
買
や
金
銭
の
貸
借
な

ど
の
皿
要
な
取
り
引
き
を
し
た
り
、

遺
言
を
残
し
た
り
す
る
と
き
に
は
、

多
く
の
場
合
、
契
約
書
や
遺
言
書
を

つ
く
り
、
文
書
と
し
て
残
し
ま
す
。

し
か
し
、
作
成
し
た
文
書
で
も
、
後

日
、
当
事
者
問
で
ト
ラ
ブ
ル
発
生

し
、
そ
の
内
容
が
争
わ
れ
た
り
、
法

律
的
に
み
て
内
容
が
不
明
確
な
た
め

に
紛
争
が
生
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
重
要

な
契
約
書
や
遺
言
書
を
作
成
す
る
場

合
に
は
、
『
公
証
制
度
』
の
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。

金
銭
の
貸
借
な
ど
に
も

役
立
つ
公
証
制
度

公
証
制
度
は
、
当
事
者
の
ほ
か
に

公
証
人
が
か
か
わ
り
、
法
睥
的
に
み

て
有
効
な
文
書
『
公
正
証
欝
』
を
作

成
す
る
こ
と
で
、
み
な
さ
ん
の
大
切

な
取
り
引
き
や
財
産
の
安
全
確
保
を

図
っ
て
い
ま
す
。

公
証
人
は
、
裁
判
官
な
ど
を
務
め

た
人
の
中
か
ら
法
務
大
臣
が
任
命
し

ま
す
。
公
証
人
が
作
成
し
た
公
正
証

霄
は
、
法
律
に
よ
っ
て
一
般
の
私
文

霄
に
比
べ
強
い
証
拠
力
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
公
正
証
さ
は
、
不
動
産

の
売
買
や
金
銭
の
貸
借
な
ど
の
ほ

か
、
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
や
離
婚

時
の
慰
謝
料
な
ど
皿
要
な
契
約
を
取

り
交
わ
す
と
き
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
最
近
で
は
遺
産
を
め
ぐ

る
争
い
を
防
ぐ
た
め
に
、
遺
言
公
正

証
書
を
作
成
す
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
会
社
設
立
の
定
款

や
私
文
書
の
認
証
な
ど
で
公
証
制
度

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
正
証
書
に
関
す
る

相
談
は
公
証
役
場
で

公
証
制
度
に
つ
い
て
の
相
談
や
公

正
証
書
の
作
成
は
、
公
証
役
場
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
や
文
書
の

内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守

さ

れ
、
完
成
し
た
公
正
証
書
の
原
本
も

厳
璽
に
保
管
さ
れ
ま
す
。
紛
失
し
た

り
書
き
替
え
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は

勝
手
に
兇
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
、
ご
心
配
な
く
。

★
問
い
合
わ
せ福

島
地
方
法
務
局

四
（
3
4
）
・
・
１
１
ａ

1
0月
は

仕
事
と
家
庭
を

考
え
る
月
間
で
す

高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
む
中
、

育
児
・
介
護
の
問
題
は
。
労
働
者
が

仕
事
を
続
け
て
い
く
う
え
で
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
平
成
七
年
か
ら
膏
児
休
業
制
度

の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
休
業
制

度
に
つ
い
て
も
、
平
成
十
一
年
四
月

か
ら
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

事
巣
主
は
、
労
働
者
が
育
児
や
介

護
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
技
能
や
経

験
を
活
か
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
介
駿
休
薬
制
度
と
就

業
環
境
の
整
備
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

★
問
い
合
わ
せ

労
働
省

福
島
婦
人
少
年
室

壺
（
3
6）
4
6
0
9

働きたい　働いている

そんなあなたを応援します

フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン
事

業
は
、
二
十
一
世
紀
職
業
財
ほ
が
平

成
三
年
か
ら
労
働
省
の
委
託
を
受
け

て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

働
い
て
い
る
あ
な
た
、
働
き
た
い

あ
な
た
へ
、
育
児
、
介
護
。
家
事
の

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
電
話
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

★
相
談
日
時

祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時

三
十
分
ま
で

★
相
談
・
問
い
合
わ
せ

フ
レ
ー
フ
レ
ー
テ
レ
フ
ォ
ン
福
島

魯
（
2
4）
2
0
2
0

深まりゆく秋に

平 家物語 のタベ
古典邦楽に親しむ会･

★と　き

★ところ

平成８年10月12 日(土)

午後6  時 30分開演

国見町観月台文化センター

ホール

一般乢 500円　学生500 円★入場料
【演 目 】

・艮　 唄　| 再三の鯒」

・薩摩琵世　 「敦盛」

・おはなし　 「青葉の笛のひびき」

・箏　 曲　f 須磨の嵐j

★問い合わせ

明日東の会(高橋(  85 ) 2287
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ヤ
ン
プ
で
思
い
出
づ
く
り

～
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
～

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
の
キ
ャ
ン

プ
研
修
は
七
月
三
ト

ー
囗
か
ら
三
日

閥
、
宮
城
県
白
石
市
の
国
立
南
蔵
王

青
少
年
野
営
塲
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
研
修
は
、
自
然
の

巾
で
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
た
く
ま

し
い
精
神
を
養
う
と
と
も
に
、
お
互

い
に
協
力
し
て
活
助
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ぷ
こ
と
を
囗
的
に
開
か
れ

た
も
の
で
す
。
今
年
は
、
三
丈

の

教
室
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
野
営
場
に
到
着
後
、

テ
ン
ト
設
営
や
炊
飯
活
助
等
を
行
い

ま
し
た
。
夜
は
、
星
空
を
観
察
し
な

が
ら
の
ナ
イ
ト
（

イ
キ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
強
い
日
差
し
の
中
、

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
沢
登
り
や
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
の
日
は
。
テ
ン
ト
の

撤
収
作
業
と
設
営
場
所
の
清
掃
で

す
。
あ
い
に
く
の
霧
雨
の
中
、
全
員

で
一
生
懸
命
清
掃
し
ま
し
た
。

三
日
閥
に
わ
た
り
、
暑
さ
や
虫
さ

さ
れ
に
も
負
け
ず
、
参
加
者
全
員
が

力
を
合
わ
せ
て
活
助
し
。
夏
休
み
の

楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
つ
く
り

ま
し
た
。

見
ま
し
た

観

ま
し
た

～
成
人
学
級
文
化
施
設
見
学
～

成
人
学
級
の
第
四
回
学
習
会
は
、

福
島
市
内
の
文
化
施
設
の
見
学
で
し

た
。七

月
十
九
日
、
日
中
の
暑
さ
が
思

い
や
ら
れ
る
ほ
ど
の
良
い
天
気

の

中
、
学
級
生
二
ｔ

五
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

吾
妻
小
富
士
を
背
景
に
西
欧
の
雰

囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
四
季
の
里
を
訪

ね
。
フ
ル
ー
ツ

ー
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
昧
わ
っ
た
後
。
こ
け
し
や
ガ
ラ
ス

エ
芸
館
の
見
学
。
散
策
を
楽
し
み
ま

し
た
。

次
は
、
福
島
市
佐
介
下
に
あ
る
福

鳥
民
報
印
刷
セ
ン

タ
ー
の
見
学
で

す
。
ビ
デ
オ
で
新
聞
制
作
の
Ｔ
程
を

見
な
が
ら
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
実
際
に
夕
刊
印
刷
の
様
子
を

兄
学
し
ま
し
た
。
最
新
鋭
の
高
速
オ

フ
セ
ッ
ト
幡
転
機
が
助
き
始
め
て

三
、
四
分
過
ぎ
る
と
、
各
販
売
店
ご

と
に
自
動
梱
包
さ
れ
た
夕
刊
が
、
次

々
と
稜
み
上
げ
ら
れ
ま
す
。
‐１
万
五

千
部
の
夕
刊
が
わ
ず
か
十
分
ぐ
ら
い

で
印
刷
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
聞

き
、
技
術
革
新
の
す
ば
ら
し
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。

三
か
所
目
は
、
六
卜
七
万
五
千
冊

の
藏
遒
を
有
す
る
県
立
図
書
館
で

す
。
国
兄
町
で
も
、
県
立
図
書
館
が

行
っ
て
い
る
移
動
図
書
館
「
あ
づ
ま

吁
」
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
身
近
な
施
設
で
す
。

公
開
図
書
室
で
概
要
説
明
を
聞
い

た
後
、
特
別
に
書
庫
を
案
内
し
て
い

た
だ
き
、
保
存
さ
れ
て
い
る
（

十

。

紙
の
新
聞
な
ど
を
閲
覧
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
福
鳥
市
民
家
園
を
兄
学

し
ま
し
た
。
静
か
な
木
立
ち
の
巾
に

点
在
す
る
半
切
妻
屋
根
の
養
蚕
農
家

や
商
人
宿
、
割
烹
旅
館
の
元
客
自

軒
、
芝
居
小
屋
の
旧
広
瀬
座
な
ど
、

往
時
の
人
々
の
生
活
が
し
の
ば
れ
、

タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。

今
回
の
施
設
見
学
は
、
最
新
の
科

学
技
術
に
始
ま
り
、
後
世
に
残
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
文
化
財
ま
で
。
時

代
の
変
遷
を
感
じ
さ
せ
る
学
習
会
で

し
た
。



生涯学習優
勝
は

シ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ナ
イ
ナ
ー
ズ

第
一
回
町
艮
杯
ナ
イ
タ
ー
野
球
大

会
は
、
七
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
ま

で
。
上
野
台
運
助
公
園
総
合
運
動
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
四
チ
ー
ム
は
、
実
力
伯

仲
の
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
シ
ッ
ク
ス

テ
ィ
ナ
イ
ナ
ー
ズ
が
優
勝
し
ま
し

た
。

準
優
勝
以
下
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
準
優
勝

国
兄
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

・
第
三
位

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

自
慢
の
ア
サ
ガ
オ

を
出
品

～
阿
津
賀
志
学
級

草
花
展
示
会
～

阿
津
貿
志
学
級
の
草
花
展
一
旡

｀
は

（

月
（

口
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

展
示
会
に
は
、
学
級
生
が
自
宅
で

丹
精
込
め
て
育
て
上
げ
た
、
ピ
ン
ク

や
紫
な
ど
色
鮮
や
か
な
大
輪
の
ア
サ

ガ
オ
の
鉢
ば
か
り
約
百
点
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

学
級
生
に
加
え
て
一
般
の
人
も
観

賞
に
訪
れ
、
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
に

感
心
し
て
い
ま
し
た
。

か
し
こ
い
消
費
者
に

な

る

お

勉

強

～
合
同
学
習
会
～

私
た
ち
消
費
者
の
周
り
に
は
誇
大

広
告
、
偽
ブ
ラ
ン
ド
商
品
や
悪
賢
商

法
と
言
わ
れ
る
販
売
方
法
が
数
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。
統
計
に
よ
る
と

被
害
件
数
は
年
間
六
百
万
件
に
も
及

ぶ
と
訪
わ
れ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
八
月
八
日
に
、
阿
津
貲

志
学
級
。
く
に
み
女
性
教
室
そ
し
て

成
人
学
級
の
学
級
生
の
合
同
学
Ｍ
会

は

、
「
賢
い
消
費
者
に
な
る
た
め

に
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
福
島
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
鴫
原
正
之
さ
ん
。
鴫
原
さ
ん

は
、
悪
質
な
特
殊
販
売
の
嘔
例
、
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
、
だ
ま
さ
れ
な

い
た
め
の
留
意
点
な
ど
、
事
例
と
対

策
例
を
こ
と
細
か
に
お
話
に
な
り
ま

し
た
。
出
席
し
た
学
級
生
百
五
十
人

は
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

・
事
例
Ｉ

ト
資
格
取
得
商
法
－

『
○
○

管
理
士

の
資

格
を
と
り

ま

せ

ん

か
。

今

な

ら
講

座

を

受

け

る

だ
け

で

試

験

は

免
除

で

す

よ

』

。

『
資
格

を

取

れ

ば
、

紅

月

○

○
万

円

の
収

入

を

得

ら
れ

ま

す

よ

。

締

め

切
り

は

○

日

ま
で

』

と

返

事

を

急
が
せ

る
。

・
事
例
２
－

Ｓ
工

催
眠
）商
法
－

特
設
会
場
な
ど
に
人
を
集
め
、
最

初
は
日
用
品
等
を
無
料
で
配

り
、

そ
の
後
、
高
額
な
羽
毛
ふ
と
ん
な

ど
を
「
今
回
は
特
別
安
く
、
し

か

し

品
数
に
制
限
が
あ
る
」
と
言
っ

て
、
雰
囲
気
を
あ
お
り
立
て
る
。

・
事
例
３
－

ア
ン
ケ
ー
ト
ほ
か
Ｉ

そ
の
他
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て

欲
し

い
と
か
、
○
○
の
嗣
査
を
囗

実
に
近
づ
く
も
の
と
か
、
業
者
が

勝
予
に
雑
誌
等
を
送
り
付
け
て
代

金
を
甜
求
す
る
な
ど
、
手
口
が
多

様
化
し
、
人
の
心
理
を
巧
み
に
利

用
す
る
販
売
方
法
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

★
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
五
か
条

話
だ
け

で
も

聞
い
て
や

ろ
う
は

禁

物

。

結
構

で
す
は

ダ
メ
。
き

っ
ぱ
り

と

「
ノ
ー
」

と
言
う
。

長
話
は

し
な

い
。

そ

の
場
で

契
約
し
な

い
。

お
金
を

渡

さ
な

い
。

印
艦

や

通

帳

は
決

し

て

兄

せ

な

い
、
渡

さ
な

い

。

う

ま
い
話
は

こ
の
世

に
な

い
を
肝

に
銘
じ
て

お
く
。
私

た
ち
消

費
者

一
人

ひ
と
り

の
自

覚
が
一
番

大
切

で

す

。

行事のお知らせ

９旧
17日(火)

一阿瀑舊志学緩グループ学習(書遥)

・子ども移動図書館( 大枝小)

18 日 (水)

・子ども移動図書館(慶田小1年)

19日(木)

・くにみ女性教室グループ学習C陶芸)

20日(金)

・子育て教室｢ 秋のおやつ｣

21日(土)

一町民陶芸政章

24日(火)

・阿淳賀志学惑グループ学習(魯道)

26日(木)

・くにみ女性教窒グループ掌習く陶芸)

27日(金)

・子育て教室( 自主学習)

28日(土)

・笹みどり歌紹ショー

30日(月)

・网民ワープロ教室 ( 10月４日 まで)

10 月

｜ 日( 火)

・阿 津 賀志 学脯 グ ループ 学 習( 書・)

一子ども 移 動図 魯 館( 小坂 小)

２日( 水)

一阿 津 貿志 学 績研 修旅 行

・子ども 移 動図 ● 館(藤 田小2 年)

３日( 木)

・子ども 移 動図 書 館( 森江 野 小l

j1日( 金)

・子育 て 教・｢ 子 育てい ろ いろ｣

６日( 日) ・・ 見町 柔 道大 会

７日( 月) ・子ども移動図●館 吠 木戸川

８ 日( 火)

・阿 津 與志学 績 グ ループ 字 習( 書 道)

９ 日( 水)

・くにみ女僅教薑｢奉仕作実 フリートーク｣

一子ども 移 励図 書 館{ 藤田 小3 年}

10 日【木 】 ・国見 町 町民 大 運動 会

12 日( 土)

－少年 仲繝づくり 敦室 一町民陶芸 教室

13 日( 日) ・第44 回 福島 県 短 歌祭

15 日( 火)

・阿 津 興志学 級グ ループ 学 習〔魯 道〕



国
見
町
戦
没
者
名
簿
完
成

戦
後
五
十
周
年
記
念
発
刊

国見町遺族 会（引地孝会畏）が、町の助成

を受けて発刊準備を進めていた戦没 者名簿が

完成し まし た。 この名 簿は、戦後50 周年 を

記念して発刊し ました。

国兄町関 係の日清戦争から太平洋戦争 まで

の戦没者570 柱の事績 が遺影 入りで つづられ

ています。

名簿をご 希望の方は、 福祉係までお問い合

わせください。

★国見町遺族会事務局 （福祉 係）

(  85 ) 2 7 9 3

小坂地区換地委員に委嘱状

今年度から突施される小坂地区は場整備事業

の換地委員が決まり、このほど委嘱状の交付式

が行われました。

冨永理事艮が「小坂地区のほ場整備事業につ

いては、地区の９０％を超える同意を得ていま

す。今後、農家にとっての関心事は、自分の水

田がどこになるかです。たいへんな仕事ですが

よろしくお願いします」とあいさつ、19人の委

員一人ひとりに委嘱状を手渡しました。

結婚おめでとう (敬称輅)

渡 邊　和 巳 （宮町北）

菊 地　朱 災 （桑折町）

鈴木さん
全国大会へ

福島県 パウンドテニス選手権大会シニアの部で

準優勝し た鈴木孝雄さん（写真＝巾 ）が、東京体

育館で行われた全国 大会に出場し まし た。

・

誕
生
お

め
で

と
う
（
同
）

お

子

さ

ん
　
　

保
　

謹
　

者

久

保

み

つ

き
　
　

佳

仲
・
弘

子

（
山

崎

北
）

か
　
一・

阿

部
　

草

子
　
　

立
　

・
正

子

（
本
　

町
）

佐

々

木
　

梢
　

摘

∵

槻

子

（
滌
宗
山
東
）

佐

藤
　

航

嘔
　

力

皀
・
裕

子

（
第
　

一
）

東

海

林
　

篤
　
　

二

郎
・
八
重
子

（
宮

町

北
）

小

四

颯

一

郎
　
　

茂

・
め
ぐ
み

（
第

十

二
）

高

橋
　
　

希
　

胯

Ｕ
・

郤
　

｛
沌
　

山
｝

高

野
　

恭

介
　
　

憲
　

了

輿
山
美

（
大
　

坂
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（

同

）

一
　
修

代

助
8
5
（
太
田
川
）

佐

藤
　

勝
8
7
（
貝

田
）

楽
　
　

三

郎
8
3
（
大
町
南
）

八

巻

吉

子
6
7（
源
宗
山
西
）

松

浦

ト

ミ
8
4
（
川

内
）

野

田

長
四
郎
9
8
（
並

柳
）

佐

藤

タ
ケ
ヨ
8
8
（
北

部
）

國

分

正

子
7
8
（
錦

町
）

八

巻

昌

介
6
9
（
徳
江
北
）

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

大

木

戸

小

半

沢

修

平

．

弓

の

麌
化

か
あ
蔘
と

澎
う
　

こ
繝

ぶ

づ
っ
と
し

た
爾
．
一
一
｀

の
町
冊

は
み

ん
な
困

っ
た

飼

Ｉ

Ｓ

Ｉ
　

Ｉ

化
を
見

て

い
る
と

お
む
し
ろ

″

一`
四
四
　
　

気
柚

ち
が
出
て
く
る

ん
だ
な
・

、
と

そ
ん
な

気
が
し
た

て
’み
よ

う
　
　
　
　

一

住
　
ゆ
　ｖ

　
獻
　
レ

れ
る
の

か
楽
し
み
だ
　
　

環
七
韋
ｓ

Ｉ

に
み
の
２

畊

か
β
‘

人口と世帯

人 口8 月1日現在
男　5.632 人(  + 7 )

女　6.030 人(   ー2 )
計 い .662  |人い ５）

出生９人 死亡９人
転入24人 転出19人

世 帯
3  靆 2 ｰ世帯( ＋1)

ヘんしゅう雑記
－その１－

「淘だ､ 山だ．ガラパゴスだ！亅と．遭 び呆けている友だち

の醜いをシカトし てたら､ あ～ら､ 今年も夏が鶲 わってた！

－その２－

広報 「くに み」について、みなさんの 嶇怱や皿 見を聞か

せていただけませ んか？お艱いします．

編集 ・発 行／国 見町 総務 課
〒 9  ｰ  1  ｱ

福島県伊達郡・ 見町大字藤田字一丁田二2の100245-85-21

 14 FAX0245  ｰ 85 ｰ 218 ｰ

10 月の心配ごと相談

４日

列郎悛恒 一松滷ひろ子

15 日

後藤 一・野11トモ

25 日

松浦惣 －・渋谷愛子

場所

佼場（２瞋）梱顧室

時闘

午的９畤～12 畤
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